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   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ａ
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｆ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月23日(2020.9.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　複数の半導体レーザー２２は、基板２１の実装面２１ａ上に長手方向Ｌ１（第１方向）
に沿って間隔をおいて配列されている。複数の半導体レーザーの各々は、発光領域を短手
方向Ｌ２に向けて配置されている。したがって、各半導体レーザーから射出される光の中
心軸の向きは、長手方向Ｌ１に交差する短手方向Ｌ２と等しい。以下の説明において、複
数の半導体レーザーから射出される複数の光をまとめて光線束と称する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　第１シリンドリカルレンズ２３１および第２シリンドリカルレンズ２３２の各々は、第
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１実施形態と同様、凸状のレンズ面と平面とを有する平凸レンズで構成されている。第１
シリンドリカルレンズ２３１および第２シリンドリカルレンズ２３２の各々は、各シリン
ドリカルレンズ２３の母線Ｖの方向と半導体レーザー２２の発光領域２２ｃの長手方向Ｗ
１とが平行になるように配置されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　ダイクロイックミラー２４０は、青色光ＬＢ２を反射させ、赤色光ＬＲ２および緑色光
ＬＧ２を透過させる。ダイクロイックミラー２２０は、緑色光ＬＧ２を反射させ、赤色光
ＬＲ２を透過させる。反射ミラー２１０および反射ミラー２３０は、赤色光ＬＲ２を反射
させる。反射ミラー２５０は、青色光ＬＢ２を反射させる。赤色光ＬＲ２の光路上には、
リレーレンズ２６０とリレーレンズ２７０とが設けられている。
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